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分で購入して食べた 10代から 60代の男性 300名、









































































































年齢 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳
女子大学生（n=103） － － － － 64.1 31.1 － 1.0 3.8
女子高校生（n=110） 2.7 26.4 51.8 19.1 － － － － －
表中の数字は、各総数に対する比率（%）を示す
表 2　調査対象者の居住地域
年齢 東京都内 神奈川県 千葉県 埼玉県 その他
女子大学生（n=103） 47.6  6.8 17.5 19.4  8.7
女子高校生（n=110） 31.8 11.8 17.3 16.4 22.7
表中の数字は、各総数に対する比率（%）を示す


















菓子に対する食意識 全体 女子大学生 （n=103）女子高校生 （n=110） 検定
好きな菓子を、自分で購買する 82.2 82.5 81.8 n.s.
自分が好きな菓子を、友達に勧めた（一緒に食べた）
ことがある 80.8 77.7 83.6 n.s.
期間限定という表示があると、その菓子を食べてみ
たくなる 80.3 78.6 81.8 n.s.
菓子を食べると、心が癒される（気分が落ち着く） 70.9 68.9 72.7 n.s.
菓子が目の前にあると、つい食べてしまう 70.4 69.9 70.9 n.s.
好きな菓子を食べると、ストレスの発散になる 69.3 70.6 68.2 n.s.
好きな菓子を食べ過ぎて、後悔したことがある 65.3 65.0 65.5 n.s.
菓子の食べる量を決めても、つい食べ過ぎてしまう 64.3 69.9 59.1 n.s.
満腹でも、好きな菓子を食べることはできる 51.6 56.3 47.3 n.s.
体型を気にして、食べる菓子の量を制限する 51.2 45.6 56.4 n.s.
ファーストフードよりも、菓子を食べるほうが多い 48.4 53.4 43.6 n.s.
新製品の菓子を食べて、その感想を友達に教えてあ
げることが多い 48.4 43.7 52.7 n.s.
栄養素添加の菓子を、利用したい 46.5 40.8 51.8 n.s.
テレビを見ながら、メールをしながらの “菓子のなが
ら食い”が多い 46.0 48.5 43.6 n.s.
テレビの CMで新製品の菓子を見ると、その菓子を




菓子に対する食意識 全体 女子大学生 （n=103）女子高校生 （n=110） 検定
菓子を選ぶ時は、エネルギー量よりも味を重視する 57.3 69.9 45.5 p<0.001
幼少の頃から食べ親しんだ菓子を、現在も食べている 46.5 55.3 38.2 p<0.01
食事を好きな菓子で済ませることもある 15.5 21.4 10.0 p<0.05
表中の数字は、各総数に対する比率（%）を示す
p<0.001は 0.1%、p<0.01は 1%、p<0.05は 5%の有意水準で女子大学生と女子高校生との間に有意な差が認
められたことを示す




















食べて癒される菓子の市販品 全体 女子大学生 （n=103）女子高校生 （n=110） 検定
サーティーワンアイス（サーティワンアイスクリー
ム） 72.8 75.7 70.0 n.s.
ハーゲンダッツアイス（ハーゲンダッツジャパン） 66.7 71.8 61.8 n.s.
雪見だいふく（ロッテアイス） 54.9 57.3 52.7 n.s.
じゃがりこ（カルビー） 44.1 46.6 41.8 n.s.
オレオ（ヤマザキナビスコ） 43.2 47.6 39.1 n.s.
パイの実（ロッテ） 42.7 46.6 39.1 n.s.
コアラのマーチ（ロッテ） 42.3 45.6 39.1 n.s.
キットカット（ネスレ日本） 42.3 44.7 40.0 n.s.





食べて癒される菓子の市販品 全体 女子大学生 （n=103）女子高校生 （n=110） 検定
アルフォート（ブルボン） 65.3 71.8 59.1 p<0.05
カントリーマアム（不二家） 56.3 64.1 49.1 p<0.05
たけのこの里（明治） 47.4 54.4 40.9 p<0.05
MOW（森永乳業） 46.0 53.4 39.1 p<0.05
リッツ（ヤマザキナビスコ） 18.3 25.2 11.8 p<0.01
チップスター（ヤマザキナビスコ） 16.4 22.3 10.9 p<0.05
おっとっと（森永製菓） 15.0 20.4 10.0 p<0.05
Pringles（プロクター ･アンド ･ギャンブル ･ジャパン） 11.3 17.5 5.5 p<0.01
ポテロング（森永製菓） 8.9 13.6 4.5 p<0.05
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表 7　女子大学生と女子高校生の菓子に添加して欲しい栄養素（全体の回答率が 30%以上）
菓子に添加して欲しい栄養素 全体 女子大学生 (n=103） 女子高校生 (n=110） 検定
骨や歯の形成に必要なカルシウム 68.1 68.9 67.3 n.s.
皮膚や粘膜の健康維持を助けるとともに、抗酸化作
用をもつビタミン C 54.9 61.2 49.1 n.s.
皮膚や粘膜の健康維持を助けるビタミン B2 42.7 42.7 42.7 n.s.
皮膚や粘膜の健康維持を助けるナイアシン 39.0 35.9 41.8 n.s.
夜間の視力の維持を助けるビタミン A 36.6 34.0 39.1 n.s.
腸管でのカルシウムの吸収を促進して、骨の形成を
助けるビタミン D 32.9 36.9 29.1 n.s.
炭水化物からのエネルギーの産生を助ける
ビタミン B1 31.9 36.9 27.3 n.s.




菓子に添加して欲しい栄養素 全体 女子大学生 （n=103）女子高校生 （n=110） 検定
赤血球を造るのに必要な鉄 55.9 63.1 49.1 p<0.05
赤血球の形成を助ける葉酸 28.6 41.7 16.4 p<0.001
赤血球の形成を助けるビタミン B12 26.3 34.0 19.1 p<0.05
たんぱく質からのエネルギーの産生を助けるビタミ




菓子に添加して欲しい機能性成分 全体 女子大学生 （n=103）女子高校生 （n=110） 検定
体脂肪がつきにくいジアシルグリセロール 77.9 72.8 82.7 n.s.
お腹の調子を整える食物繊維類（寒天など） 65.7 66.0 65.5 n.s.
お腹の調子を整える乳酸菌類（ヨーグルトなど） 62.9 64.1 61.8 n.s.
お腹の調子を整えるオリゴ糖類（フラクトオリゴ糖
など） 54.9 58.3 51.8 n.s.
歯の健康維持に役立つキシリトール 42.3 45.6 39.1 n.s.
コレステロールが高めの人に適する大豆たんぱく質 40.8 41.7 40.0 n.s.
食後の血中中性脂肪が上昇しにくいジアシルグリセ
ロール 36.6 42.7 30.9 n.s.
表中の数字は、各総数に対する比率（%）を示す
n.s. は表 3を参照








































































菓子に添加して欲しい機能性成分 全体 女子大学生 （n=103）女子高校生 （n=110） 検定
虫歯の原因になりにくいエリスリトール 55.4 48.5 61.8 p<0.05
骨の健康が気になる人に適する大豆イソフラボン 38.0 49.5 27.3 p<0.001
血圧が高めの人に適する杜仲茶配糖体 24.9 34.0 16.4 p<0.01
血糖値が気になり始めた人に適する難消化性デキス
トリン 23.9 37.9 10.9 p<0.001
表中の数字は、各総数に対する比率（%）を示す
p<0.001，p<0.01，p<0.05は表 4を参照
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　Eating consciousness and behavior in the confectionery of the female college students （n=103） and the female high school stu-
dents （n=110） was statistically studied by the method of questionnaire.　Following results were obtained ;
　1）　The female college students and the female high school students were liable to eat too much their favorite 
confectionery.　On the other hand, the tendency to restrict the quantity of the confectionery to care their figure was 
observed in both students.　The college students showed they were liable to prefer taste to calories of the confection-
ery and substitute their favorite confectionery for meal.
　2）　Both students were liable to get rid of stress by eating ice cream.　The College students showed they had many kinds 
of confectionery to get rid of stress.
　3）　Both students want the confectionery to add the nutrients of calcium, vitamin C, and vitamin B2.　In the case of the college 
students, there were also much iron, folic acid, vitamin B12 and vitamin B6.
　4）　Both students want the confectionery to add the functional ingredients of diacylglycerol, dietary fiber, lactic acid bacterium 
and oligosaccharide.　In the case of the college students, they had much soybean isoflavon, resistant dextrin.
　From above results, it speculated eating consciousness and behavior in confectionery of the female college students closely 
related their reaction to the wisdom of the nutrients and the functional ingredients.
